





































































































































































































































































































ころをよんで、又涙がわいた。」と記している。トルストイは 1910 年 11 月に亡くなっており、
大正二年当時入手できたトルストイの伝記（3）で、恒藤が引く葬儀の際の銘旗の記事を含んでい
るのは、英訳本ではビュルコフのトルストイ伝の英訳“The Life of Tolstoy”（London, New 




























ざるべし。」（208 頁）と訳されている。英訳本では "The Memory of your Good Dees wiill not die 
amongst us"（155 頁）となっている。
写真 1 写真 2
恒藤恭、芥川龍之介の日露戦争 43
ンナ・カレーニナ」や「コサック」等のメモにつづいて WAR  AND PEACE の見出しと Fr. 





Works of Lyof N. Tolstoï （Edited by Nathan Haskell Dole Thomas Y. Crowell, c1898-c1899 v. 
1-2 v. 3-4 v. 5-6）で、各巻に「第一高等学校図書室」の印が扉などに押されている。この本の
本文と、恒藤の抜書きとを比較すると全くの同文であり、恒藤は同書の登場人物一覧もそのま
ま写している。間違いなく一高図書館でトルストイ全集を読みながら抜書きしたノートである。
　「戦争と平和」からの抜書きに関して言えば、引用ごとに付された番号は 74 から 126 まで
の計 53 の引用が「戦争と平和」からのもので、ノートのそれ以降の部分は別の作品に移って
いる。最後の 126 には二月廿四日と日付がある。最初の 74 は一高旧蔵の Thomas Y. Crowell
版で言えば v. 1-2、パートⅠの第 7 章 35 ページからの引用で、アンドレイがピエールに結婚





中には引用 77 のように‘We do not love men so much for the good that they do us , as for the 
good that we do them.’（われわれは、むしろ人から受けた善のためよりも、人にほどこした
善のために、その人を愛するものである（5））という一句だけの引用もあり、また引用番号 119
（v. 5-6、パートⅩⅠの第 32 章 157 ページ）のように、ナターシャとアンドレイの劇的な和解
の場面を二十行にわたり引用した箇所もある。
　中でも注目したいのは、アウステルリッツの戦いでアンドレイ公爵が倒れる場面の引用であ
る（引用番号 82、v. 1-2、パートⅢの第 16 章 125 ページ）。これは芥川も心惹かれた場面である。
一高旧蔵版で十七行分の引用箇所だが、恒藤はそのうち八行ほどを略している。
　Over him he could see only the sky, the lofty sky; not clear, but still immeasurably lofty, 
and with light gray clouds slowly wandering over it.
　“How still, calm, and solemn! How entirely different from when I was running,” said 
Prince Andreï to himself. “It was not so when we were all running, and shouting,and 
fighting; how entirely different it is from when Frenchman and the artilleryman, with 
───────────────────────────────────────────────
　（5）　パートⅠの第 27 章 146 ページ、公爵令嬢マリヤがアンドレイに言うせりふの中で、「スターンが
言ってるでしょう」として引用しているもの。和訳は仮に工藤精一郎訳の新潮文庫版（平一二・七　
第四十七刷）第 1 巻第 4 部第 15 章によった。一高旧蔵版とは章数などが多少異なる。
大阪市立大学史紀要　第 7号（２014年）44
vindictive and frightened faces, were struggling for possession of the sponge: the clouds 
then were not floating over those infinite depths of sky as they are now. How is it that I 
never before saw this lofty sky? and how glad I am that I have learned to know it at last! 
Yes! all is empty, all is deception, except these infinite heavens. Nothing, nothing at all 


































さは、引用番号 114　（一高旧蔵版 v. 3-4 パートⅩの第 37 章 331 ページ）のボロジノの会戦
で同じくアンドレイ公爵が瀕死の重傷を負う場面や、引用番号 119（前掲、ナターシャとの和

































































































堀尾らが肉弾になる決意をするくだりは、「戦争と平和」第三部（パートⅢ）第 8 章から第 9
章あたりでの皇帝の閲兵式や、陛下の前で死ねたら幸福だと夢想するロストフの心情と重なる。
ただし、「将軍」には先述のように講談本の典拠もあるので「戦争と平和」からの影響とは言
い切れず、また権威者（「戦争と平和」の皇帝と、「将軍」の N 将軍）の描かれ方は全く異なる。
　以上本節で検討してきたように、恒藤も芥川も、同時代の文学青年の類にもれず、トルスト
イを愛し強い影響を受けた。芥川は細部を直接創作に生かし、文芸の道へ進まなかった恒藤も、
トルストイの「教へ」＝思想・生き方から、根源的な影響を受けた。重ねて言えば一高時代の
トルストイへの傾倒が後の平和思想へつながってゆく一萌芽であった可能性は充分にある。
３　おわりに
　一高時代の親友芥川龍之介との比較という形で、恒藤にとっての日露戦争と、「戦争と平和」
を中心とするトルストイ体験について考察してきた。〈戦争の世紀〉を生きた世代ということで、
まず二十世紀はじめの日露戦争時の恒藤や芥川の経験を検証したが、恒藤にとって十代の少年
として新聞記事やその号外でしか戦争を知り得なかった日露戦争と、実際に教え子が戦死して
ゆくのをまのあたりにした太平洋戦争との違いはもちろん歴然としている。少年期、青年期か
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ら徐々に経験を重ね、思想を深めていく、その出発点の一端を今回は芥川と比較しつつ考えて
みた。
　芥川は昭和二年に亡くなっており、太平洋戦争を知らない。期待をかけていた次男がビルマ
（ミャンマー）で戦死することになろうとは、知る由もなかった。芥川亡きあと、戦時中の恒
藤は学生たちにどう接していたのか。『大阪市立大学恒藤記念室所蔵資料目録』（平一四・三　
大阪市立大学学術情報総合センター）を見ると、戦時中、兵役に就いた教え子からの手紙（軍事郵便）
が何通か残されている。資料目録の備考欄に「お守りの御礼」という記述が複数ある。恒藤は
出征する教え子たちの無事を祈り、お守りを贈っていたらしい。それら葉書のうちの一通、昭
和一八年八月五日付、「大阪東区法円坂町中部第二三部隊吉田隊」から出された梶谷康也とい
う学生からの葉書には、軍隊生活の中で「内省を怠り勝ち」になっている自分が情けないとし、
「先生どうかよき激励を下さい」と結んでいる。そして次の葉書、同年八月二七日付、同じ吉
田隊からのものには、「色々の激文よりも先生のお送り下さった百合の花は現在の小生の心境
に寧ろそぐはしいものである事に気付きました」とある。恒藤は、兵舎で軍務に追われ内省の
時間も気力もないという教え子に、激励の言葉と共に百合の花を贈ったのである。
　キリスト教にも関わりが深かった恒藤は、聖母マリアの加護をと祈ったのかもしれない。し
かしそれよりも、その百合の花は、学問もままならない時勢下で信念を貫き研究を続ける恒藤
の姿そのものであり、教え子にもそうあってほしいと願ったのであろう。そしてそのメッセー
ジはこの若者にしっかりと伝わった。しかし、昭和一九年七月二五日付の葉書は、この若者の
父から恒藤に宛てられたもので、南方で戦死した息子の遺骨が帰還することを伝えている。お
話をうかがうことができたご遺族によれば、梶谷康也氏は昭和十八年十月十五日、台湾台中北
方の海上にて敵艦の攻撃を受けて戦死した。遺骨の帰還と言ってももちろん実際の遺骨ではな
かった。
　　　或るは帰りあるはかへらぬ教え子のことを想ひて夜半にさめたり
　旅順の陥落には「多大の犠牲をはらはざるべからず」という新聞記事を読み「慄然たらざる
をえず。」と記した井川少年の姿は、その後の思想形成や容赦ない〈戦争の世紀〉の体験により、
この一首に通じていると言えよう。
（おくの　くみこ・大阪市立大学大学院文学研究科准教授）
＊本稿を草するにあたり、恒藤恭シンポジウム当日、および事前のシンポジウム準備研究会（平成二十五
年十月二十三日　於恒藤記念室）において、多くの出席者の皆様からご意見やご助言を賜り、当日の発
表や本稿に活かすことができました。記して御礼申し上げます。また本稿「おわりに」の葉書のくだりは、
大阪市立大学国語国文学会「会報」第 58 号に掲載の拙文と一部重複しておりますことをお断り申し上
げます。
